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1. 2023年3月期第1四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 136,999 4.2 7,674 △5.7 7,585 △6.0 5,201 △4.1

2022年3月期第1四半期 131,523 1.2 8,134 △2.3 8,068 △3.3 5,422 △3.7

（注）包括利益 2023年3月期第1四半期　　5,201百万円 （△4.1％） 2022年3月期第1四半期　　5,423百万円 （△5.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 133.92 125.79

2022年3月期第1四半期 139.63 131.18

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第1四半期 298,090 132,301 44.4 3,406.38

2022年3月期 305,997 128,828 42.1 3,317.02

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 132,301百万円 2022年3月期 128,828百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 36.25 ― 43.75 80.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） 40.00 ― 40.00 80.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年3月期の連結業績予想（2022年4月1日～2023年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 546,000 1.9 25,500 5.9 24,700 6.1 16,000 4.0 411.97

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 40,013,722 株 2022年3月期 40,013,722 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 1,174,508 株 2022年3月期 1,174,975 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 38,838,897 株 2022年3月期1Q 38,836,065 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.4「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。



株式会社ヤオコー(8279) 2023年３月期 第１四半期決算短信

1

○添付資料の目次

　

　

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………３

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………４

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………５

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………５

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………７

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………９

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………９

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………９

　

　



株式会社ヤオコー(8279) 2023年３月期 第１四半期決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、「地域のすべての方々の食生活をより豊かに、より楽しく」を長期ビジョンとして掲げ、企

業価値の創造と持続的な成長に向け取り組んでおります。消費者の価格ニーズが一層高まるなか、「消費の二極

化」が加速することを想定して、グループ全体で価格対応を進めてまいります。

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けつつも経済活動の正常化

に向けた動きがある一方で、ウクライナ情勢の長期化や中国における経済活動の抑制の影響などによる原材料価

格の上昇や金融市場の変動といった下振れリスクもあり、引き続き先行き不透明な状況にあります。

食品スーパーマーケット業界においては、コロナ禍により伸長した内食需要は減少するなかで、オンライン取

引を含めて、食品マーケットでの業界垣根を越えた厳しい競争に加え、原材料や資源価格の上昇トレンドも継続

しており、極めて厳しい状況が続いております。

こうした環境下、当社は「ミールソリューションの充実」と「価格コンシャスの強化」の基本方針のもと、２

年目を迎えた第10次中期経営計画（2022年３月期～2024年３月期）のメインテーマである「『２割強い店づく

り』の実現」に向け、「価格対応」、「個店の販売力強化」、「独自の商品開発・開拓」、「生産性の向上」の

重点施策に取り組んでおります。

[商品・販売戦略]

商品面につきましては、当社の独自化・差別化につながる品揃えを実現するべく、ミールソリューションの充

実に注力いたしました。主力商品の磨き込みと部門を越えた商品開発を進めております。

販売面につきましては、ヤングファミリー層の支持を固めるべく、ＥＤＬＰ（常時低価格施策）や「厳選100

品」などの価格政策と売場づくりに取り組みました。

[運営戦略]

生産性向上のために、自動化による業務改善やデジタルを活用したカイゼンに取り組んでおります。特にグロ

ッサリーにおける自動発注は展開店舗拡大を進め、一定の成果が出てきています。

また、循環型社会に向けて廃棄削減、節電、リサイクル推進の取組みを進めており、昨年開設したエコセンタ

ーにおいては、当初想定以上の稼働が続いており、今後も活用拡大を図ってまいります。

[育成戦略]

カイゼンと並行して、働き方に対する意識改革、労働環境を改善する取組みを継続しました。また、主体的に

成長でき、働きがいにつながる制度・教育の再設計に向け、社員教育・研修体制の充実を図っております。

更に、健康経営の推進を図り、従業員の「心」と「からだ」の健康づくりに向けて、健康診断項目の充実など

具体的な施策に取り組んでおります。
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[出店・成長戦略]

新規出店として、５月に大宮櫛引店（埼玉県さいたま市）を開設いたしました。

また、店舗を拠点とするヤオコーネットスーパーは12店舗で展開しており、今後も拡大の予定です。

当社グループは各々が独自の「強み」を磨くことを企図し、各社が独立運営を行っております。株式会社エイ

ヴイでは、「圧倒的な低価格」と「徹底したローコスト運営」を基本方針とし、その具現化を図る施策や取組み

を鋭意進めております。設立３期目を迎えた株式会社フーコットにおいては、「美味しいもの、圧倒的な品揃え、

低価格とそれらを支えるローコストオペレーションの徹底追求」を経営方針として、現在２店舗を運営しており

ます。

また、前連結会計年度において、資本・業務提携を行った株式会社せんどうとは、互いの強みを学びながら、

具体的な業務提携に向け、人材を含めた交流を進めております。

2022年６月30日現在の店舗数は、グループ全体で193店舗（ヤオコー178店舗、エイヴイ13店舗、フーコット２

店舗）となっております。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における営業収益は136,999百万円(前年同期比4.2％増）、営業利益

は7,674百万円(同5.7％減）、経常利益は7,585百万円(同6.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は5,201

百万円(同4.1％減）となりました。

なお、当社グループは、スーパーマーケット事業の単一セグメントであるため、セグメント情報は記載してお

りません。

（注）「ミールソリューション」とは、お客さまの毎日の食事の献立の提案や料理のアドバイスなど食事に関

する問題の解決のお手伝いをすること。

「価格コンシャス」とは、お客さまが買いやすい値段、値頃（ねごろ）を常に意識して価格設定を行う

こと。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ7,907百万円減少し、298,090百万円となりま

した。これは主に、現金及び預金、流動資産のその他に含まれている未収入金が減少したためであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ11,379百万円減少し、165,789百万円となりまし

た。これは主に、未払法人税等、買掛金、流動負債のその他に含まれている未払金及び未払費用が減少したためで

あります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ3,472百万円増加し、132,301百万円となりま

した。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したためであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当期は、第10次中期経営計画の第２年度として、引き続き以下重点施策に対する取組みを実施していきます。

①価格対応

・ 子育て世代の支持するカテゴリー・商品強化

・ ＥＤＬＰとチラシ政策のエリア対応

②個店の販売力強化

・ 地区担当部長の経営力、店長の店舗運営力向上

・ 全員参加の商売で単品販売力10倍

・ お客さま目線での魅力ある売場づくり

③独自の商品開発・開拓

・ 生鮮の強化、圧倒的な支持につながる商品開発・開拓

・ デリカ・生鮮センターの更なる活用とＳＰＡへの踏み込み

・ グロッサリーにおける独自商品開発

④生産性の向上

・ ＥＤＬＰを活かした、自動発注システム導入の効果最大化

・ 熊谷デリカ・生鮮センター（ＰＣ機能）の活用

・ サポートセンター（本社）のスリム化、物流効率化

新型コロナウイルス感染状況は変化が続き、ウクライナ情勢等の影響による経済活動の下振れリスクもあるこ

とから、影響を合理的に見通すことが困難な状況にあります。当期の業績予想につきましては、現時点において

2022年５月10日に公表いたしました連結業績予想から変更はありませんが、今後、修正が必要となった場合には、

速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 31,268 25,509

売掛金 8,255 7,623

商品及び製品 9,112 9,463

原材料及び貯蔵品 311 357

その他 11,355 9,644

流動資産合計 60,303 52,598

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 82,341 81,479

土地 93,176 93,132

その他（純額） 23,115 24,136

有形固定資産合計 198,633 198,748

無形固定資産 6,512 6,472

投資その他の資産

繰延税金資産 7,547 6,461

再評価に係る繰延税金資産 8 －

差入保証金 21,245 21,872

その他 11,725 11,918

投資その他の資産合計 40,527 40,252

固定資産合計 245,673 245,474

繰延資産 20 18

資産合計 305,997 298,090
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 34,069 31,713

1年内返済予定の長期借入金 4,671 4,458

未払法人税等 4,712 1,440

賞与引当金 2,733 1,738

その他 18,756 15,278

流動負債合計 64,942 54,629

固定負債

社債 15,032 15,028

長期借入金 72,766 71,681

繰延税金負債 1,106 1,117

再評価に係る繰延税金負債 － 34

役員退職慰労引当金 228 228

執行役員退職慰労引当金 34 25

株式給付引当金 2,524 2,502

役員株式給付引当金 160 168

退職給付に係る負債 4,100 4,158

資産除去債務 5,360 5,385

その他 10,912 10,829

固定負債合計 112,226 111,160

負債合計 177,168 165,789

純資産の部

株主資本

資本金 4,199 4,199

資本剰余金 7,160 7,160

利益剰余金 125,180 128,649

自己株式 △4,888 △4,885

株主資本合計 131,652 135,124

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 171 163

土地再評価差額金 △2,939 △2,939

退職給付に係る調整累計額 △55 △47

その他の包括利益累計額合計 △2,823 △2,822

純資産合計 128,828 132,301

負債純資産合計 305,997 298,090
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 126,125 131,426

売上原価 93,799 98,487

売上総利益 32,326 32,938

営業収入 5,397 5,573

営業総利益 37,723 38,512

販売費及び一般管理費 29,589 30,838

営業利益 8,134 7,674

営業外収益

受取利息 25 27

受取配当金 4 4

持分法による投資利益 － 88

補助金収入 92 －

その他 22 22

営業外収益合計 144 142

営業外費用

支払利息 205 228

その他 6 2

営業外費用合計 211 231

経常利益 8,068 7,585

特別利益

固定資産売却益 1 －

賃貸借契約違約金収入 － 2

特別利益合計 1 2

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 8 8

特別損失合計 9 8

税金等調整前四半期純利益 8,060 7,578

法人税、住民税及び事業税 1,763 1,237

法人税等調整額 874 1,139

法人税等合計 2,637 2,377

四半期純利益 5,422 5,201

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,422 5,201
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 5,422 5,201

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △29 △6

退職給付に係る調整額 29 7

持分法適用会社に対する持分相当額 － △0

その他の包括利益合計 0 0

四半期包括利益 5,423 5,201

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,423 5,201
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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